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事
業
概
要

◼ 新型コロナウィルス感染症の拡大に伴い、各国で経済活動が停滞している。そのような情勢下、我が国の様々な業種に

おいて、国内外の取引先が稼働を停止したことによる影響を受けている。特に、海外の取引先ともなると、工場等の稼働

状況を把握することも難しいことから、適切な経営方針の転換を図ることを妨げる要因ともなりかねない。

◼ これらの課題に対応するため、本事業では、衛星データから工場の稼働率を推定する等のサプライチェーン状況把握に資

する解析サービスの開発環境の整備やシステムの有用性等の評価手法開発を実施する。また、解析精度を含め完成度

の高いサービスを開発した者に懸賞金を付与し、当該開発成果により、サービスの普及を図る。

① 既存のデータベースへの機能追加することで、開発環境のプ

ラットフォーム整備を行う。

② プラットフォームを活用したシステムやアプリケーションの有用性

や信頼性評価手法を開発する。

③ 懸賞金事業のテーマおよび審査基準の設定等を検討する。

開発項目 研究開発事業 懸賞金事業

事業形態
委託（NEDO負担：3.5億円を

上限とした委託）
懸賞金交付

金額 原則3.5億円以内 4,000万円（順位により重み付け）

事業期間 2021年～2023年2月末迄 2022年2月～2023年2月

事業概要
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3．マネジメント

2．目標及び達成状況

1．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 (1)アウトカム達成までの道筋

(2)知的財産・標準化戦略

(1)アウトカム目標及び達成見込み

(2)アウトプット目標及び達成状況

◼ 事業の背景・目的・将来像
◼ 政策・施策における位置づけ
◼ アウトカム達成までの道筋
◼ 知的財産・標準化戦略

◼ アウトカム目標及び達成見込み
◼ 各受賞者の状況（１）～（３）
◼ アウトプット目標及び達成状況
◼ アウトプット目標及び達成状況（１）テーマ設定
◼ アウトプット目標及び達成状況（２）メンタリング
◼ アウトプット目標及び達成状況（３）審査基準
◼ アウトプット目標及び達成状況（４）審査委員選定
◼ アウトプット目標及び達成状況（５）審査プロセス
◼ アウトプット目標及び達成状況（６）成果の発信
◼ 波及効果

報告内容
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◼ 懸賞金事業の実施体制
◼ テーマ設定のプロセス
◼ 応募要項の概要
◼ 実施スケジュール
◼ 懸賞金額の設定
◼ 懸賞金事業の実施プロセス
◼ 審査基準（１次審査、２次審査共通）
◼ 応募状況について
◼ 事務局による１次スクリーニング
◼ １次審査の実施要領
◼ 審査方法について（書面審査／１次審査）
◼ 採点基準（１）～（４）
◼ 懸賞金交付等審査委員会の開催（１次審査）
◼ 制度マネージメントに係る活動実績
◼ 第１回ワークショップの開催
◼ メンターリスト
◼ メンタリングプログラム実施実績
◼ オンサイトメンタリングの開催
◼ ２次審査の実施プロセス
◼ 最終選考会の実施要領
◼ スペシャルイベントについて
◼ ２次審査（最終選考会）の結果
◼ 来場者、視聴者、報道について
◼ 審査委員からのご意見
◼ １次審査通過アンケート結果

(1)実施体制

(2)研究開発計画



＜評価項目１＞意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

（1）アウトカム達成までの道筋

（2）知的財産・標準化戦略
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3．マネジメント

2．目標及び達成状況

1．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

5

◼ 事業の背景・目的・将来像
◼ 政策・施策における位置づけ
◼ アウトカム達成までの道筋
◼ 知的財産・標準化戦略

報告内容

(1)アウトカム達成までの道筋

(2)知的財産・標準化戦略

(1)アウトカム目標及び達成見込み

(2)アウトプット目標及び達成状況

(1)実施体制

(2)研究開発計画



6

衛星データソリューション開発への懸賞金制度導入の期待

⚫ 衛星データを使ったビジネスは黎明期であり、国が率先して社会課題解決に
用いて成功事例を積み重ねる必要がある。

懸賞金事業参加者
衛星データプラットフォーム
「Tellus（テルース）」

必要なAPIデータ
開発環境

ソリューションの
開発・実装

衛星事業者

衛星
データ

データデータ

アルゴリズム
（AI処理等）

衛星データプラットフォーム「Tellus」の開発
環境の提供、衛星データ、地上データを提
供することで各参加者の設備投資は少額で
すむ。

宇宙関連企業以外のデータ解析に長け
たベンチャー企業等、多数の研究開発
の担い手が参画

大学教授、
学生個人

どのデータを使うか、どのように扱
うか等の重み付けの仕方によっ
て、多様なアプローチが想定

事業の背景・目的・将来像（METI資料）



政策・施策における位置づけ（METI資料）
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サプライチェーン強靭化に資する技術開発・実証（令和２年度補正予算額 30億円）



アウトカム達成までの道筋

8

１）インプット ： コンペ参加者への開発環境の提供
２）活動 ： メンタリング、審査による受賞者決定、広報活動
３）アウトプット ： コンペ参加者によるアイデア、開発されたシステム
４）アウトカム ： コンペ参加者による成果の事業化・普及

インプットからアウトカム

までのロジックモデル

2022/6 2022/11 20232022/7 2022/12

・成果の実用化

・衛星利用の啓発

・宇宙ビジネス活性化

・経済的効果

- 宇宙コスト低減

- 市場の創出

アウトカム

衛星利用による課題

解決をテーマとした懸

賞金事業を繰り返し

実施することにより、

本アウトカムは更に拡

大し、定着する。

1. 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

（1）アウトカム達成までの道筋



知的財産・標準化戦略
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◼ 知的財産権の帰属

産業技術力強化法第17条第１項に規定する4項目及びNEDOが実施する知的財産

権の状況調査 （バイ・ドール調査）に対する回答を条件として、知的財産権はすべて

発明等をなした機関に帰属する。

◼ 知財マネジメント基本方針（NEDO知財方針）に関する事項

NEDO知財方針に記載されたと知財運営委員会と同等の機能を有する「事業推進連

絡会」を整備し、「知財の取扱いに関する合意書」を原則としてNEDOとの契約締結まで

にNEDOとも 相談のうえ作成する。 

◼ データマネージメントに係る基本方針（NEDOデータ方針）に関する事項

NEDOデータ方針に記載された知財運営委員会と同等の機能を有する「事業推進連

絡会」を整備し、「データの取扱いに関する合意書」を原則としてNEDOとの契約締結ま

でにNEDOと も相談のうえ作成する。 

◼ 本事業の研究開発の成果としての特許および標準化の対象となる技術はなし。

◼ 懸賞金事業のコンペ参加者の成果に係る特許および標準化に関しては、コンペ参加者の

戦略、マネジメントに基づき、NEDOが関与するものではない。

1. 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

（2）知的財産・標準化戦略



＜評価項目２＞目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み

（2）アウトプット目標及び達成状況
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3．マネジメント

2．目標及び達成状況

1．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

11

◼ アウトカム目標及び達成見込み
◼ 各受賞者の状況（１）～（３）
◼ アウトプット目標及び達成状況
◼ アウトプット目標及び達成状況（１）テーマ設定
◼ アウトプット目標及び達成状況（２）メンタリング
◼ アウトプット目標及び達成状況（３）審査基準
◼ アウトプット目標及び達成状況（４）審査委員選定
◼ アウトプット目標及び達成状況（５）審査プロセス
◼ アウトプット目標及び達成状況（６）成果の発信
◼ 波及効果

報告内容

(1)アウトカム達成までの道筋

(2)知的財産・標準化戦略

(1)アウトカム目標及び達成見込み

(2)アウトプット目標及び達成状況

(1)実施体制

(2)研究開発計画



アウトカム目標及び達成見込み
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◼ NEDOによる支援プログラムの活用：

以下の支援プログラムについて、１次審査通過者に対して案内を実施

① SBIR(*)推進プログラム（2023年3月31日公募開始）

② ディープテック・スタートアップ支援事業（2023年3月31日公募開始）

③ 認定VC制度

◼ 最終選考会後の取材対応（２件）：

・システム開発部門テーマ１港湾 １位（海事プレス、2023年1月13日掲載）

・システム開発部門テーマ２災害 １位（日本経済新聞、2022年12月20日掲載）

◼ Focus NEDO 89号での特集記事掲載：2023年9月29日発行

◼ 受賞者の成果の事業化に向けたフォローアップ：

各事業者の状況、課題、要望をヒアリングし、フォロー可能な対応を実施

（次頁以降に詳細を記載）

【アウトカム目標達成に向けた取組み（本事業終了後に実施）】

本制度のアウトプットである衛星データ等を活用したシステムやアプリケーション等が、設定した
テーマにおける課題解決のツールとして実際に活用され、ビジネス事例として広く社会に認知さ
れること（成果の実用化、衛星利用の啓発、宇宙ビジネス活性化）

アウトカム目標

2. 目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み

*SBIR：中小企業技術革新研究プログラム / Small Business Innovation Research
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各受賞者の状況（１）

受賞者、提案名称 事業化に向けた取り組み状況

１位：Space BD株式会社

衛星データと災害シミュレーションを

組み合わせた災害低リスクなサプラ

イチェーンのソリューション事業

・コミュニティ等への参加や自治体との連携を通してポテンシャルユーザーへの接触を開始して

いるところ。

・国内大手メーカーとの協業について模索中。

2位：株式会社スペースシフト

SAR衛星データとAIを活用した農

作物のサプライチェーン最適化技術

・SAR(*)を活用し農産物の生育状況の食品メーカーへの提供による生産や販売タイミング

の最適化を事業化

・気象情報、価格情報との組み合わせで収穫時期を予測する技術について実用化に向け

開発中

・稲＝自治体・農業試験場と組んで購買データを組み合わせて農業サプライチェーンを最適

化

・じゃがいも＝食品メーカーと収穫量・時期の予測を行い、生産タイミングを最適化

・ブロッコリー＝自治体と収穫時期を予測しブランディングと人手不足対策へ活用

・キャベツ＝食品メーカーと組んでCM出稿のタイミングを最適化

3位：渡邉 学

国内樹木伐採情報の可視化と連

携した木材管理システムの構築

・展開予定事業：森林伐採＋森林認証事業、木材価格予測事業（海外木材の価格

予測で金融向けにマネタイズ）

・初期的な技術開発は完成

・森林認証を取得した企業にそのアピールをするための画像を適用するようなモデルを検討中

・認証機関とは今後対話を開始（認証員としての登録済み）

【アイディア部門】 （2023年5月24日現在）

2. 目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み

*SAR：合成開口レーダー / Synthetic Aperture Radar
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各受賞者の状況（２）

受賞者、提案名称 事業化に向けた取り組み状況

１位：Team プププ

プlatform for プrocurement and プ

roduction （調達と生産のためのプラッ

トフォーム)

・事業化対象：「海の物流の遅れの検知」、「荷物が遅れた後の影響」

・前者は企業内データのみでの対応が難しいため、後者を優先的にお客様と推進中。

現在3社の製造業で取り組んでいる。

2位：Synspective Team

PortMoma: Port Monitoring and

Management solution for Supply

Chains (港湾サプライチェーン監視/管

理ソリューション）

・対象事業：AIS(*)をOffにした船舶検知機能、レジャー船の安全性担保

・自社衛星画像の確保（データの高頻度取得等）に関してコンステレーション強化が

課題。他社衛星との組み合わせも将来的な課題。

・地盤変動、災害時の水害被害、森林監視、洋上風力について、自治体等向けのビ

ジネスモデル検討中。

３位：小川芳樹

代替データを用いたコンテナ物流停滞によ

る経済波及影響の速報値提供サービス

ー

【システム開発部門テーマ１港湾】 （2023年5月24日現在）

2. 目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み

*AIS：船舶自動識別装置 / Automatic Identification System
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各受賞者の状況（３）

受賞者、提案名称 事業化に向けた取り組み状況

1位：株式会社スペースシフト

SAR衛星データとAIを用いた災害

状況の可視化と、サプライチェーン維

持の支援

・トヨタと連携（経産省のTELLUS活用の公募：トヨタの走行データの推論データと衛星の

推論データの連携）、複数の保険会社との連携

・浸水域PoC(*)済み、浸水深POCこれから

・ビジネスモデル：損保向け、道路情報サービス向け、自治体向け（情報提供会社向け）

2位：Resi-Tech Innovators

洪水ハザードマップと人工衛星デー

タ・AI技術を用いたサプライチェーン

の影響可視化サービス

・利用技術：洪水シミュレーション、機械学習

・ステージ：技術開発段階

・開発課題：精度・拡張性の観点で検証中

・拡張性：ローカライズと汎用性のバランス

・事業化に向けた検証実施中

・国内外の既存クライアントへヒアリング実施

・想定顧客：自治体、外国政府、海外に拠点を持つ企業、インフラ企業（電力、ガス）、

金融機関（リース会社）

ビジネスモデル：検討中（サブスクを想定）

３位：羽藤 英二

大規模風水害時のマルチスケール・

サプライチェイン・マッチング

・事業化対象：災害時の被害状況の把握とサプライチェーン最適化のための情報提供事業

・衛星画像からの車両検出部分のプログラムを修正し、精度向上を図っている。

・事業化に向け、事業パートナーと調整を行う段階

【システム開発部門テーマ２災害】 （2023年5月24日現在）

2. 目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み

*PoC：概念実証 / Proof of Concept
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広報誌 Focus NEDO 89号 特集記事

【NEDO Supply Chain Data Challenge】
特集記事を掲載（全８頁）
・各部門１位受賞者インタビュー

・宇宙関連キーマンインタビュー

・毛利衛氏インタビュー など

（2023年9月29日発行）

2. 目標及び達成状況

（1）アウトカム目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況
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◼ 目標（１）テーマ設定

技術的、産業的に意義が高く、より多くの応募が期待できるテーマを設定すること

◼ 目標（２）メンタリング

専門家による応募者へのメンタリングプログラムにより、提案されたアイディアとシステムの実現と事

業化に向けた支援を実施すること

◼ 目標（３）審査基準

適切な審査基準による順位付けにより、懸賞金の受賞者が決定すること

◼ 目標（４）審査委員選定

各テーマに係る有識者（港湾、災害）あるいは課題に対応する当事者、衛星データの専門家、

事業化・起業の専門家（コンサル、投資家、商社）など、全てを網羅するよう広く審査委員を

集めること

◼ 目標（５）審査プロセス

適切な審査プロセスによる順位付けにより、懸賞金の受賞者が決定すること

◼ 目標（６）成果の発信

本制度による取組内容や成果を広く発信し、衛星データ活用への関心を高め、衛星データ活用

によるビジネスの拡大を加速すること

以下のアウトプット目標に対する達成状況を次ページ以降に記載する。

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（１）テーマ設定
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◼ 応募件数：８４件（うち海外２２件）
（内訳：アイディア部門 38件、システム開発部門 港湾 18件、災害28件）

【応募実績】

目     

標 ◼ 技術的、産業的に意義が高く、より多くの応募が期待できるテーマを設定すること

1. 持続可能な生産活動を遵守しないパームオイル製品の取引アラート

2. 労働者環境に問題がありうる鉱山で採掘された鉱物の取引アラート

3. 港湾におけるコンテナ荷役効率の監視

4. 災害下における工場等稼働率の監視

懸賞金事業のテーマ候補

テーマ合意

懸賞金交付等審査委員会での討議により、テーマの絞り込みを実施（2021年12月22日）

事業者である東京大学、宇宙サービスイノベーションラボ事業共同組合（日本宇宙フォーラム）より、応募が想定

される国内、海外の大学／研究機関の個人(151名)及び企業（88社）に声がけを行った。また、有効と思われ

る全てのウェブサイト、メルマガ、SNSなど46のメディアに、募集に関する記事を掲載し、十分な応募数の確保に努め、

想定以上の応募を得ることができた。

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（２）メンタリング
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◼ テーマ（衛星データ、港湾、災害）に関する知見を有する有識者及び提案の事業化に向けた支援を行うコンサル・
金融機関など、18名以上のメンターを確保

◼ 20チームの１次審査通過者を対象に、１次審査（5月）から２次審査（12月）までの間に計１４回のワーク
ショップを実施。各ワークショップにおいては、衛星データの活用や事業化・起業などに関する集合型レクチャー、個別
相談、施設見学などを実施し、提案内容のブラッシュアップと、完成度の高いシステムを実現することができた。

【実績】

目     

標 

◼ 専門家による応募者へのメンタリングプログラムにより、提案されたアイディアとシステムの

実現と事業化に向けた支援を実施すること

【メンタリングプログラム】

種類 内容

合同メンタリング
（月１回で実施）

ワークショップ形式の合同メンタリングの実施
・講義形式による提案のレベル向上
・参加者同士の交流機会
・ユーザー企業や投資家等とのネットワーキング
・２次審査のリハーサルも兼ねた発表（ピッチ）指導

個別メンタリング（適宜実施） 採択者とメンター双方の希望により、事務局がマッチングを行う。

その他
（必要に応じて企画）

提案内容について、NEDO及び関係省庁等に対して相談できる機会を設定する。
また、本事業におけるアイデアやシステムをユーザーとして利用することが想定される企
業等への意見交換や交流の場を設ける。

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（３）審査基準
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◼ 今回が初めてとなる懸賞金事業の審査基準については、NEDO（推進部）が案を作成し、METI宇宙
室及び懸賞金交付等審査委員会に諮ることにより、厳正且つ客観的な順位付けを行う審査基準を確
立することができた。

◼ 本事業の目標を達成するために必要な要素として、(1)革新性、(2)開発技術の妥当性、(3)実現の
可能性、(4)社会発展性の４つの項目と、それぞれの配点基準を設定し１次審査に適用。その後、１
次審査において明らかになった課題に基づき審査基準の見直しを行い、２次審査に適用した。

【実績】

目     

標 ◼ 適切な審査基準による順位付けにより、懸賞金の受賞者が決定すること

審査項目 記載事項

(1)革新性
これまでにない新しい発想に基づき、宇宙という素材を活用した新たなサービスを
創出する内容であること。

(2)開発技術の妥当性
（システム開発部門のみ）

提案のシステムを実現するにあたり、開発の基となる技術が実現可能なレベルに
あること。

(3)実現の可能性
開発されたシステムやそれを活用した事業が計画通りに実行できそうか否か、
様々な側面から多角的な検討がなされていること。

(4)社会発展性
事業化により、海外や他地域への展開など、社会全体への波及効果が期待で
きるものであること。

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（４）審査委員選定
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◼ 事業者との連携により候補

者への声がけを実施した結

果、左表のとおり21名の審

査委員を確保することがで

きた。

◼ 今回参画いただいた委員に

ついては、今後の事業にお

いても協力をいただけること

を確認しており、特に懸賞

金事業の経験を持つ委員

として貴重な人財である。

【実績】

目     
標 

◼ 各テーマに係る有識者（港湾、災害）あるいは課題に対応する当事者、衛星データの専
門家、事業化・起業の専門家（コンサル、投資家、商社）など、全てを網羅するよう広く
審査委員を集めること

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（５）審査プロセス
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◼ １次審査（書面審査）により絞り込みを行い、２次審査は事前審査（書面審査）及びピッチコンテスト（最終選

考会）により受賞者を決定した。

◼ １次審査：各委員による書面審査の結果をもって、懸賞金交付等審査委員会を開催し、１次審査通過者を決定。

◼ ２次審査（事前審査）：最終選考会のピッチで投影する資料の審査により暫定順位を決定した。また、システム開

発部門については、ピッチ資料とシステム動作を説明するデモ動画の２本立てで審査を実施。

◼ 最終選考会はピッチコンテスト形式とし、ピッチを視聴した審査委員が事前審査で採点した暫定順位を見直すことで

最終順位と受賞者を決定。（オンラインで公開し、公平性を確保）

【実績】

目     

標 ◼ 適切な審査プロセスによる順位付けにより、懸賞金の受賞者が決定すること

アイデア
部門

応

募

1次審査
（書面）

ブラッシュ
アップ

2次審査
(プレゼン)

通過

システム
開発部門

自費開発

応募
課

題

設

定
通過応募

授

賞

式

決定

決定

１

次

ス

ク

リ

ー
ニ

ン

グ

メンタリング

懸

賞

金

交

付

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



アウトプット目標及び達成状況（６）成果の発信
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◼応募広告：懸賞金広告、ニュースリリース(NEDO/METI)、専用ウェブサイト立ち上げ（2022/3/18）

◼報道：電波新聞(2022/3/21)、マイナビニュース(2022/4/6)、海事プレス(2022/4/26)、日本海事新聞(2022/4/13)、

マリタイムデーリーニュース(2022/4/8)、Daily CARGO(2022/4/26)、海運(2022/5/6)、日刊工業新聞(2022/10/14)、

電気新聞(2022/11/29)、日経産業新聞（2022/12/21, 2023/2/27)、日経新聞(2023/2/14)

◼最終選考会広告：ニュースリリース(NEDO：2022/11/28、METI：2022/12/6)、日本経済新聞(2022/12/2)

◼ テレビ中継：ワールドビジネスサテライト(テレビ東京、2022/12/12)、ライブニュースα(フジテレビ、2022/12/12)

◼ ウェブサイト／メルマガ／SNS／オンラインメディア等：全46のメディアに掲載

【実績】

目 

標 

◼ 本制度による取組内容や成果を広く発信し、衛星データ活用への関心を高め、衛星データ

活用によるビジネスの拡大を加速すること

イベント名 タイトル

第66回土木計画学研究発表
会

A Data-Driven Framework for Extracting
Global Maritime shipping Networks by
Machine Learning（2022年11月）

Annual Conference of
International Association
of Maritime Economists
(IAME 2022)

Congestion Analysis of Container Terminal
using Satellite Image and AIS Data（2022
年9月）

9th International 
Conference on 
Transportation and 
Logistics (TLOG 2022)

Development of multicommodity-type 
global logistics intermodal network 
simulation model including both 
containerized and dry bulk cargo(2022/9)

論文名 タイトル

第65回土木計画学研究
発表会講演会論文集

ドライバルク貨物を含むインターモーダル国際物流
ネットワークモデルの構築（2022年6月）

第67回土木計画学研究
発表会講演会論文集

AISデータを用いたコンテナ港湾の混雑分析と待ち
行列モデルの構築（2023年6月）

第34回日本船舶海洋工
学会講演会論文集

衛星画像とAISデータに基づくコンテナターミナルに
おける混雑度の推計と分析（2022年5月）

Ocean Engineering
A Data-Driven Framework for Extracting
Global Maritime shipping Networks by
Machine Learning（2023年2月）

【研究発表・講演】 【論文】

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



波及効果
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懸賞金事業の実施プロセスにおける募集、審査、
受賞者決定など、一連の運営ノウハウは、今後同
様の事業を実施するうえで鑑となるものであり、積
極的な共有と改善に向けた継続的な取り組みを実
施していきたい。

日本経済新聞 （2023/2/14）、日経産業新聞
（2023/2/27）記事より

米中の新冷戦の時代において、日本も衛星データを駆使し
たオープンソースインテリジェンス能力を磨く必要がある。人工
衛星はその登場当初から安全保障の問題と深くかかわってき
た。経済のグローバル化でサプライチェーンが世界中に広がった
中で、新冷戦によってできた新たな「壁」の向こうの動向を把
握するのに衛星データは強力な手段となる。AIによる解析技
術の普及により、衛星データを活用したビジネスも活性化しつ
つある。日本は政府衛星のデータ活用や、宇宙関連企業の
活動を経済安全保障の観点から後押しする必要がある。

このような中「NEDO Supply Chain Data Challenge」
の開催は日本もいよいよ動き出したと見る。

•事業化への入り口として懸賞金事業は有効。データに付加価値を付けて
買ってもらえるようアイデアを出すことで普及に繋がる。また、衛星の利活用を
考える人を増やし、非宇宙の裾野を増やしていくためにも意味がある。今後
も懸賞金事業により地道に事例を増やすこと。
•今回のコンペはこれまでのものと違って、多くのメディアも注目した。NEDOの
新しい取り組みを感じる。

参加者

コメント

•衛星データの商業利用は、ここ20年で世界的
に思ったほど広がっていない。９割以上が軍事
利用。
•今後、衛星の打ち上げが増え、宇宙関連のコス
トが下がり、より安価にサービスが提供できるよう
になると産業利用が増える。ユーザが増えると更
にコストが下がる。この両輪で宇宙ビジネスは間
違いなく伸びる。衛星データの商用化に向けたプ
レーヤーと取組は増えてきている。

メディア報道

今後の取組（実施者）

宇宙産業への影響

2. 目標及び達成状況

（2）アウトプット目標及び達成見込み



＜評価項目３＞マネジメント

（1）実施体制

（2）研究開発計画
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3．マネジメント

2．目標及び達成状況

1．意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋

26

◼ 懸賞金事業の実施体制
◼ テーマ設定のプロセス
◼ 応募要項の概要
◼ 実施スケジュール
◼ 懸賞金額の設定
◼ 懸賞金事業の実施プロセス
◼ 審査基準（１次審査、２次審査共通）
◼ 応募状況について
◼ 事務局による１次スクリーニング
◼ １次審査の実施要領
◼ 審査方法について（書面審査／１次審査）
◼ 採点基準（１）～（４）
◼ 懸賞金交付等審査委員会の開催（１次審査）
◼ 制度マネージメントに係る活動実績
◼ 第１回ワークショップの開催
◼ メンターリスト
◼ メンタリングプログラム実施実績
◼ オンサイトメンタリングの開催
◼ ２次審査の実施プロセス
◼ 最終選考会の実施要領
◼ スペシャルイベントについて
◼ ２次審査（最終選考会）の結果
◼ 来場者、視聴者、報道について
◼ 審査委員からのご意見
◼ １次審査通過アンケート結果

報告内容

(1)アウトカム達成までの道筋

(2)知的財産・標準化戦略

(1)アウトカム目標及び達成見込み

(2)アウトプット目標及び達成状況

(1)実施体制

(2)研究開発計画
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経済産業省）宇宙産業室（政策実施責任者）

ＮＥＤＯ）イノベーション推進部（事業実施責任者）

環境整備事業受託者（懸賞金事業の運営）
さくらインターネット、宇宙サービスイノベーションラボ事業協同組合、

東京大学、LocationMind、HYPER CUBE、GLODAL

応募者

懸賞金交付等審査委員会
（研究開発事業／懸賞金事業の審査）

運営費交付

(6)決定通知

(8)懸賞金交付

(7)懸賞金請求

(1)公募

(2)応募

(4)プレゼン(3)１次審査

メンタリング

(5)2次審査

懸賞金事業の実施体制
3. マネジメント

（1）実施体制



テーマ設定のプロセス
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1. 持続可能な生産活動を遵守しないパームオイル製品の取引アラート

2. 労働者環境に問題がありうる鉱山で採掘された鉱物の取引アラート

3. 港湾におけるコンテナ荷役効率の監視

4. 災害下における工場等稼働率の監視

懸賞金事業のテーマ候補

◼ テーマ絞り込み理由（事業者提案）：

テーマ候補１、２については、最近注目されており、今後さらに利活用も広がる可能性がある。しかし、今回は最初の懸賞金事業であることを

考え、下記のような理由から、課題として採用することは見送り、国内での災害時のSCMと、新型コロナウィルスの影響が大きい国際港湾ネッ

トワークに関する計測・分析に集中することとしたい。

１）潜在的に応募しそうなテックスタートアップ企業の中で、海外での事業展開、特にSCM関連業務に関心がまだあまり高くないにように

見受けられ、十分な応募者を得られるか、不安があること。

２）同様に、成果を利用するユーザーについても、まだ関心の広がりに不安があること。

本事業受託者より、以下のテーマ候補が提案された。（2021年10月4日、提案書より）

懸賞金交付等審査委員会での討議により、テーマの絞り込みを実施（2021年12月22日）

部門 テーマ

アイデア部門
衛星データ等の利活用により、サプライチェーンマネジメントにおける課題を解決することを可能とする技術・ソ

リューションに関するアイデア

システム部門
①：港湾におけるコンテナ物流の渋滞に起因するサプライチェーンへのインパクト推定と可視化サービスの提供

②：大規模風水害などの災害に起因するサプライチェーンへのインパクト推定と可視化サービスの提供

3. マネジメント

（2）研究開発計画
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項目 概要

応募資格 ・法人、団体、コンソーシアム、個人、グループによる応募可能。
・大企業、スタートアップ、上場、非上場は問わず、いずれも応募可能。
・既に事業化されているアイデア、システムは応募不可。
・既に機関投資家から資金調達を受けていても応募可能。

応募期間 2022年3月18日（金）～2022年5月17日（火）

応募部門
応募テーマ

・アイデア部門
テーマ：衛星データ等の利活用により、サプライチェーンマネジメントにおける課題を解決

することを可能とする技術・ソリューションに関するアイデア
・システム部門

テーマ①：港湾におけるコンテナ物流の渋滞に起因するサプライチェーンへのインパクト
 推定と可視化サービスの提供

テーマ②：大規模風水害などの災害に起因するサプライチェーンへのインパクト推定と
可視化サービスの提供

審査方法 ・１次審査：懸賞金審査委員会にて応募書類に基づき、書面審査を実施
・２次審査：懸賞金審査委員会にてプレゼン審査を実施
１次審査、２次審査で審査基準は同じものを適用

受賞者の決定通知 受賞者については、NEDOホームページ、事業者のポータルサイトにて公表し、また、受賞者
（代表者）へ電子メールにて通知。

懸賞金の交付 部門／テーマごとに、順位を決定し、それぞれの上位３者にNEDOより懸賞金を交付する。
懸賞金は、受賞者からの請求書に基づき支払を行う。

その他 １者が複数テーマに応募することは可能であるが、各テーマへの応募は１つまでとする。

応募要項の概要

懸賞金交付等審査委員会 合意事項（2022年1月12日、2月14日）

3. マネジメント

（2）研究開発計画



２０２１年度 ２０２２年度

１月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マイルストーン

NEDO

事業者

応募者
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*1 応募のスクリーニング：応募要件に照らし合わせ、１次審査の対象を絞り込む
*2 事業化の支援：ビジネスプラン策定支援、推進体制構築支援

公募予告

応募

１次審査 ２次審査

決定通知

懸賞金請求

懸賞金交付

応募

受賞者決定

懸賞金受取

公募予告
NEDO HP掲載

公募予告
アワードポータル掲載

本公募
NEDO HP掲載

本公募
アワードポータル掲載

懸賞金交付等審査委員会

応募取りまとめ

通過者通知

システム開発／アイデアブラッシュアップ

プレゼン

授賞式

プラットフォーム提供／メンタリング

懸賞金交付等審査委員会
応募のスクリーニング(*1)

授賞式の準備

事業化の推進

成果報告
事業終了

事業化の支援(*2)

実施スケジュール

契約・助成審査委員会 契約・助成審査委員会

3. マネジメント

（2）研究開発計画
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部門 テーマ 懸賞金

アイデア部門
衛星データ等の利活用により、サプライチェーンマネジメントにおける課

題を解決することを可能とする技術・ソリューションに関するアイデア

１位：100万円
２位： 50万円
３位： 30万円

システム部門

①：港湾におけるコンテナ物流の渋滞に起因するサプライチェーンへ

のインパクト推定と可視化サービスの提供

１位：1,000万円
２位： 500万円
３位： 300万円

②：大規模風水害などの災害に起因するサプライチェーンへのインパ

クト推定と可視化サービスの提供

１位：1,000万円
２位： 500万円
３位： 300万円

合計 3,780万円

懸賞金額の設定

懸賞金交付等審査委員会 合意事項（2022年1月12日、2月14日）

3. マネジメント

（2）研究開発計画
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◼ １次審査を実施する前に、事務局による応募書類の確認を行う。（１次スクリーニング）

◼ １次審査、２次審査ともに同じ審査基準により評価を行う。

◼ １次審査を通過した応募者に対し、メンターによる支援を実施し、アイデア部門については、更なるブラッ

シュアップを、システム部門については、完成度の高いシステム開発を目指す。

◼ ２次審査においては、プレゼン審査を実施し、懸賞金審査委員会による採点及び協議により最終順位

を決定する。

◼ 懸賞金の交付は、受賞者への交付決定通知に対して、受賞者より請求書を受領することにより行う。

懸賞金事業の実施プロセス

アイデア
部門

応

募

1次審査
（書面）

ブラッシュ
アップ

2次審査
(プレゼン)

通過

システム
開発部門

自費開発

応募
課

題

設

定
通過応募

授

賞

式

決定

決定

１

次

ス

ク

リ

ー
ニ

ン

グ

メンタリング

懸

賞

金

交

付

懸賞金交付等審査委員会 合意事項（2022年1月12日、2月14日）

3. マネジメント

（2）研究開発計画
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審査項目 記載事項

(1)革新性 これまでにない新しい発想に基づき、宇宙という素材を活用した新たなサービスを創出する内容であること。
・新規市場の創出
・日本の衛星や衛星データプラットフォームを利用する事業モデルか
・既存ビジネスの高付加価値化等への貢献
・事業のロジックモデルとKPIが適切に設計されているか
・成果の創出に向け必要なステークホルダーとの連携体制が組める内容か、など

(2)開発技術の妥当性
（システム開発部門のみ）

提案のシステムを実現するにあたり、開発の基となる技術が実現可能なレベルにあること。
・基となっている技術開発の科学的根拠が明確で、実用化開発に有効であるか
・提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討が十分に行われているか

提供する衛星データなどの各種データ及び開発環境を利用すること
・開発されたシステムが、指定の開発環境に実装されていること

(3)実現の可能性 開発されたシステムやそれを活用した事業が計画通りに実行できそうか否か、様々な側面から多角的な
検討がなされていること。
・具体的な事業計画に基づく売上、収益について提示されている。
・競争優位性の持続力があること。
・関連する法規制への対応が検討されている。
・必要となる経営資源及びそれら（ヒト、モノ、カネ）の充足度が考慮されている。
・予想される損失やリスクへの対応が考慮されている。

(4)社会発展性 事業化により、海外や他地域への展開など、社会全体への波及効果が期待できるものであること。
・日本を含むグローバルな社会課題を解決するものであり、実際に適用可能な事業モデルか
・パートナー企業や業界等周囲の関係者の意識・行動変容も視野に入れているか、など

審査基準（１次審査、２次審査共通）

懸賞金交付等審査委員会 合意事項（2022年1月12日、2月14日）

3. マネジメント

（2）研究開発計画



応募状況について

34

応募期間：2022年3月18日（金）～2022年5月17日（火）

応募総数：８４件（うち海外２２件）

法人 9 うち海外 1

個人 29 うち海外 5

合計 38 うち海外 6

法人 8 うち海外 3

個人 10 うち海外 3

合計 18 うち海外 6

法人 14 うち海外 2

個人 14 うち海外 8

合計 28 うち海外 10

法人 31 うち海外 6

個人 53 うち海外 16

合計 84 うち海外 22

アイディア部門

システム開発部門 テーマ①港湾

合計

システム開発部門 テーマ②災害

3. マネジメント

（2）研究開発計画



懸賞金交付等審査委員会による１次審査を実施する前に、事務局による応募書類の確認を行います。

応募資格の確認

（応募申請書）

• 明らかに事業化を目指す意思がない応募は選考対象外となります。

• すでに事業化や製品化されているアイデアやシステムについては選考対象外となります。

• 反社会的勢力である者、反社会的勢力との関わりのある者は応募できません。

• その他、事務局が不適切と認めた場合には、選考対象外とすることがあります。

応募書類の確認

（応募申請書、
提案書）

• 応募書類がひとつでも欠落している場合、選考対象外となります。

• 応募申請書において、記載項目が欠落している場合、選考対象外となるか、または応募者
に確認します。（事務局にて判断）

• 提案書において、記載項目がひとつでも欠落している場合、選考対象外となります。

提案内容の確認

（提案書）

• 提案書の各項目において要求されている記載内容の充足度に応じて、応募者を２つのグル
ープに分類します。

事務局による１次スクリーニング

事
務
局

委託事業者（懸賞金事業の運営）
さくらインターネット、東京大学、SSIL、

LocationMind、HYPER CUBE、GLODAL

懸賞金交付等審査委員会ＮＥＤＯ
イノベーション推進部

スクリーニング案の提示 スクリーニングの確定
１次審査

１次スクリーニング実施スキーム １次スクリーニング報告書

絞り込み

絞り込み

１次スクリーニング報告書
実施期間：5月16日～5月19日

35

5月20日

応募要件チェックシート

ネガティブチェックシート

審査基準

審査マニュアル

3. マネジメント

（2）研究開発計画



１次審査の実施要領

事務局より審査委員へ１次審査のご案内と資料を送付：5/20

１次スクリーニング報告書、審査基準、応募書類、

委員分担表、審査の手引き、審査マニュアル、

審査シート

36

◼ １次審査に必要となる資料

◼ １次審査実施の流れ：実施期間 ５月２０日～５月３１日

【書面審査】 ご案内でお知らせするURLよりWeb評価画面を開き、審査を開始

【書面審査】 審査基準に沿って、各評価項目にプルダウンで評価を入力：5/27迄

事務局にて、審査結果を集計：5/27

【懸賞金交付等審査委員会】 １次審査通過者を正式決定：5/30、5/31

１次審査は、書面審査（Web入力）により事前

評価を行い、懸賞金交付等審査委員会にて協議の

うえ、通過者を正式決定します。

3. マネジメント

（2）研究開発計画



審査方法について（書面審査／１次審査）
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◼ 以下の４つのカテゴリーで採点を行う。

(1) 革新性

(2) 開発技術の妥当性（システム開発部門のみ）

(3) 実現の可能性

(4) 社会発展性

◼ 各カテゴリー２０点満点

 アイデア部門：３カテゴリー／６０点満点

 システム開発部門：４カテゴリー／８０点満点

◼ 偏差値による順位付け

審査委員による採点のばらつきを考慮し、平均値を基準に正規化

◼ １次審査通過基準（事務局案 → 具体的には１次審査で協議のうえ決定）

 アイデア部門：上位１０位まで

 システム開発部門：上位６位まで

3. マネジメント

（2）研究開発計画



採点基準（1）革新性

評価 点数 評価点の意味

Ｓ ２０
これまでにない新規市場の創出に繋がる内容であり、既存ビジネスの付加価値を高めることも期待できる。

また、事業のKPIが適切に設定されており、成果の創出に向け、必要なステークホルダーとの連携についても言及されている。

Ａ １５
これまでにない新規市場の創出に繋がる内容であり、既存ビジネスの付加価値を高めることも期待できる。

また、事業のKPIは設定されているが、必要なステークホルダーとの連携については言及されていない。

Ｂ １０
新規性があり、付加価値の提供はある程度期待できるが、新たな市場の創出については不明である。

また、事業のKPIは設定されているが、必要なステークホルダーとの連携については言及されていない。

Ｃ ５
新規性があり、付加価値の提供はある程度期待できるが、新たな市場の創出には至らない。

KPIの設定、ステークホルダーとの連携については言及されていない。

Ｄ ０ 新規性、革新性はなく、価値提供の観点でも既存ビジネスの域を超えるものではない。

(1)革新性
これまでにない新しい発想に基づき、宇宙という素材を活用した新たなサービスを創出する内容であ

ること。
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3. マネジメント

（2）研究開発計画



採点基準（2）開発技術の妥当性

評価 点数 評価点の意味

Ｓ ２０
基となっている技術開発の科学的根拠が明確で、実用化開発に有効である。

また、提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討が十分に行われている。

Ａ １５
基となっている技術開発の科学的根拠があり、実用化開発に有効である。

提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討がある程度行われているが、十分とは言えない。

Ｂ １０
基となっている技術開発の科学的根拠はあるが、実用化開発については更に検討が必要である。

提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討がある程度行われているが、十分とは言えない。

Ｃ ５
基となっている技術開発の科学的根拠はあるが、実用化開発については更に検討が必要である。

提案の実用化開発のシーズについて、基礎的な検討が行われていない。

Ｄ ０ 基となっている技術開発の科学的根拠が不明で、実用化開発の可能性に疑問を感じる。

(2) 開発技術の妥当性（システム開発部門のみ）
提案のシステムを実現するにあたり、開発の基となる技術が実現可能なレベルにあること。
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3. マネジメント

（2）研究開発計画



採点基準（3）実現の可能性

評価 点数 評価点の意味

Ｓ ２０ 上記項目の全項目が該当する。

Ａ １５ 上記項目の４項目が該当する。

Ｂ １０ 上記項目の３項目が該当する。

Ｃ ５ 上記項目で該当するのは2項目以下、もしくは、該当する項目はあるものの実際にその体制が実現する可能性が低い。

Ｄ ０ ほとんどの項目で、改善を要する。

(3) 実現の可能性
開発されたシステムやそれを活用した事業が計画通りに実行できそうか、様々な側面から多角的な

検討がなされていること。

①具体的な事業計画に基づく売上、収益について提示されている。

②競争優位性の持続力があること。

③関連する法規制への対応が検討されている。

④必要となる経営資源及びそれら（ヒト、モノ、カネ）の充足度が考慮されている。

⑤予想される損失やリスクへの対応が考慮されている。

40

3. マネジメント

（2）研究開発計画



採点基準（4）社会発展性

評価 点数 評価点の意味

Ｓ ２０
提案内容は、グローバルな社会課題を解決するものであり、実際に適用可能な事業モデルとなっている。

また、パートナー企業や業界関係者の意識や行動の変化を促すものであり、社会全体への波及効果が期待できる。

Ａ １５
提案内容は、複数の国や地域における社会課題を解決するものであり、実際に適用可能な事業モデルとなっている。

また、パートナー企業や業界関係者の意識や行動の変化を促すものであり、ある程度の波及効果が期待できる。

Ｂ １０
提案内容は、日本国内の複数の地域における社会課題を解決するものであり、実際に適用可能な事業モデルとなっている。

適用可能な地域が限られるため、社会全体への波及効果は期待できない。

Ｃ ５
提案内容は、日本国内の複数の地域における社会課題を解決するものであるが、実際に適用可能な事業モデルとなっていな

い。また、社会全体への波及効果は期待できない。

Ｄ ０ 提案内容は、特定の地域以外では適用できない事業モデルのため、社会への波及効果は期待できない。

(4) 社会発展性
事業化により、海外や他地域への展開など、社会全体への波及効果が期待できるものであること。

41

3. マネジメント

（2）研究開発計画



懸賞金交付等審査委員会の開催（１次審査）

42

◼ 目的
⚫ 書面審査の結果を踏まえ、討議のうえ１次審査通過者を正式に決定すること。

◼ 実施時期、実施方法
⚫ 実施時期：アイディア部門 2022年5月30日（月）

 システム開発部門 2022年5月31日（火）（テーマ①、テーマ②を分けて実施）

⚫ 実施方法：オンライン開催（Teams）

◼ 出席者
⚫ 審査委員、経済産業省宇宙室、NEDO、委託事業者

書面審査完了後、速やかに懸賞金交付等審査委員会（１次審査）を開催します。

１次スクリーニング及び書面審査の結果報告（事務局）

懸賞金交付等審査委員会の流れ

討議

再評価（討議の結果を踏まえ、委員の申告に基づき、事務局が入力）

１次審査の通過者決定

3. マネジメント

（2）研究開発計画



制度マネジメントに係る活動実績
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懸賞金交付等審査委員会

⚫ 第１回：2021年12月22日 テーマ決定に係る協議
⚫ 第２回：2022年  1月12日 応募要項に係る協議

⚫ 第３回：2022年  2月14日 同上

⚫ 第４回：2022年5月30日 アイディア部門１次審査
⚫ 第５回：2022年5月31日 システム開発部門テーマ１港湾１次審査

⚫ 第６回：2022年5月31日 システム開発部門テーマ２災害１次審査

⚫ 第７回：2022年9月14日 ２次審査実施要領の検討
⚫ 第８回：2022年12月12日 最終選考会

契約・助成審査委員会

⚫ 2021年11月9日：環境整備事業／懸賞金事業の委託事業者の採択審査
⚫ 2022年  2月8日：懸賞金事業の実施プロセスの報告

⚫ 2022年12月6日：懸賞金交付先の決定プロセスの報告

委託事業者との定例会議

⚫ 実施期間：2021年11月～2023年1月31日
⚫ 実施方法：毎週火曜日 9:00-10:00（オンライン）

⚫ 出席者：経産省）宇宙室、NEDO）イノベ部、委託事業者

⚫ 主な議題：懸賞金事業推進におけるタスクマネジメント、課題対応など

各種説明会

⚫ 審査委員向け１次審査実施要領説明会：2022年4月26日、27日
⚫ １次審査通過者／メンター向け２次審査実施要領説明会：2022年10月8日

⚫ 審査委員向け２次審査実施要領説明会：2022年11月8日

3. マネジメント

（2）研究開発計画



第１回ワークショップの開催（6月19日）
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◼ １次審査通過者を対象とした第1回ワーク

ショップ（キックオフミーティング）を実施

3. マネジメント

（2）研究開発計画



メンターリスト

No. 氏名 所属 役職 分野

1 柴崎 隆一 東京大学 レジリエンス工学研究センター 准教授 港湾ＳＣ

2 川崎 智也 東京大学 レジリエンス工学研究センター 講師 港湾ＳＣ

3 宮﨑 浩之 ㈱GLODAL（東京大学 特任助教） 代表取締役 衛星データ

4 長井 正彦 山口大学 応用衛星リモートセンシング研究センター 教授、センター長 SAR画像データ

5 松田 琢磨 拓殖大学 商学部 国際ビジネス学科 教授 海運経済学，物流

6 堀米 繁久 ㈱宇徳 港湾ＳC

7 木浦 幹雄 アンカーデザイン㈱ 代表取締役 デジタルデザイン

8 小島 薫 運輸デジタルビジネス協議会（TDBC） 代表理事 物流SC

9 木村 篤史 ㈱パスコ SAR画像データ

10 飯田 久美 ㈱パスコ 災害

11 松本 直樹 ㈱ＭＡＤ 取締役 システム開発

西岡 到 有限責任監査法人トーマツ ＡＩ解析

12 牟田 梓 さくらインターネット㈱ Tellus活用

13 徳重 剛 野村総合研究所 事業化コンサル

14 杉原 美智子 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 事業化コンサル

15 川上 裕義 グロービス経営大学院 教授 投資戦略

16 松浦 康夫 デロイトトーマツ・ファイナンシャルアドバイザリー SVP 事業化コンサル

17 木村 ユウタ スパークス・イノベーション・フォー・フューチャー㈱ 事業化コンサル

18 大塚 豪 細野鮫島法律事務所 弁護士 行政・ビジネス法務

（敬称略）
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3. マネジメント

（2）研究開発計画



メンタリングプログラム実施実績

Category Jul Aug Sep Oct Nov Dec

2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 12

月例メンタリング

防災・港湾関係者への質疑機会

● ●
●

●
● ●●●

●●
●

●●
★

最終選考会
Final Exam

Aug 6
防災関係レクチャー +インタビュー
（三井住友海上・宇部市）
Disaster Prevention
Lecture and Q&A
（Mitsui Sumitomo 
Insurance・Ube City）

Aug 31
防災関係施設見学/レクチャー
＋インタビュー
（JAXA・防災科研・福井県）
Disaster Prevention Facility 
tour and Q&A
(JAXA・NIED・ Fukui Pref.）

Aug 27
起業体験談・VCから見た
魅力的なビジネスプラン
Entrepreneur‘s ex 
and Business model
個別メンタリング
（マーケット分析確認）

Sep 10 
港湾関係レクチャー
（松田先生、柴崎先
生、IHS Markit、
FACTSET）

Nov 5
プレゼンテーションの
実践について
ピッチトレーニング
模範ピッチ
個別メンタリング
（プレゼン資料確認）

Oct 15
製品のUI/UX
起業時の知財
個別メンタリング
（ビジネスモデル確認）

Oct ８
２次審査実施要領
説明会
衛星データにおける
ビジネス化

Jul 16
起業検討のフレーム
ワーク Lean Startup

個別メンタリング
（初回理解度確認）

実施済み

Sep 17
  個別メンタリング
（進捗状況の確認）

実施済み
実施済み

実施済み 実施済み

レクチャー、個別相談、見学会などを実施、最終選考会に向け、レベルアップを図る。

実施済み
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実施済み

Sep 30
港湾の地上データ
プロバイダ（HIS、
Spire等）
オンラインレクチャー

Oct 29
ファイナンスに関す
る留意点
ビジコンにおけるア
ウトプットの見せ方
個別メンタリング
（開発状況の確認）

Jul 30
マーケット分析
Market Analysis

個別メンタリング
（リーンキャンバス作成状
況確認） 実施済み 実施済み

実施済み

Oct 24
港湾関連事業のレ
クチャー
（日本郵船）
オンラインレクチャー

実施済み

実施済み 実施済み

3. マネジメント

（2）研究開発計画



オンサイトメンタリングの開催
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目的：防災のリアルな現場を体感することにより、提案のバックボーンをより強化する。

◼ 日時：2022年8月31日(水) 10:00-16:30

◼ 場所：つくば）JAXA、防災科学技術研究所

◼ プログラム

➢ 講演１：防災分野における衛星利用（JAXA）

➢ 講演２：福井県衛生プロジェクト～宇宙産業への挑戦

（福井県より特別講演）

➢ 講演３：SIP概要／災害対応／ISUT（防災科研）

➢ 見学１：大型耐震実験施設（防災科研）

➢ 見学２：大型降雨実験施設（防災科研）

➢ イノベーション共創本部の取組み（防災科研）

▲ JAXA筑波宇宙センター

◀ 防災科学

       技術研究所

▲ 大型降雨実験施設見学

3. マネジメント

（2）研究開発計画
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◼ 事前審査は、プレゼン資料による書面審査とシステ

ム動作説明（システム開発部門のみ）により実施。

◼ システム動作説明は、開発者によるデモ説明を事務

局にてレコーディング。（オンライン）

２次審査の実施プロセス

アイデア
部門

事前審査
最終選考会
(プレゼン)

システム
開発部門

授

賞

式

決定

懸

賞

金

交

付

• プレゼン資料による
書面審査

• プレゼン資料による
書面審査

• システム動作説明

事前審査の採点修正

◼ ２次審査は、事前審査と最終選考会の２段階で実施します。

◼ 最終選考会では、会場またはオンラインにより、事前審査で提

出したプレゼン資料によるピッチコンテストを実施する。

◼ プレゼンを視聴した審査委員は、必要に応じて事前審査で採

点した各自の審査結果を修正する。

◼ 審査委員は、修正後の集計順位について討議を行い、最終

順位を決定する。

２ 次 審 査

懸賞金交付等審査委員会 合意事項（2022年9月14日）

3. マネジメント

（2）研究開発計画



最終選考会の実施要領
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◼ 日時：2022年12月12日(月) 10:00-17:30

（開場：9:30）

◼ 会場：クロス日本橋タワー 7階

◼ 特別審査員：毛利 衛 氏

◼ 会場とオンラインによるハイブリッド開催

・途中参加／途中退席可能

・会場／オンラインの組み合わせ参加可能

◼ 前日（12/11）にリハーサルを実施

◼ アイデア部門：ピッチ5分、ＱＡ２分

◼ システム開発部門：ピッチ10分、ＱＡ５分

◼ 会場でのピッチは、事務局設置のＰＣを使用し、

資料は事前に格納する。

◼ 制限時間に到達した時点でプレゼンは終了となり

ます。

◼ オンラインでのピッチ／審査は、Zoomにより接続

◼ 表彰式の後、受賞者への取材があります。

概要 スケジュール メイン会場 審査室 審査員スケジュール

9:00 9:00 9:30 アイデア部門

       審査員来場

9:30 9:30 開場

10:00 10:00 主催者挨拶、概要説明等（10分）
10:30 システム部門テーマ1

         審査員集合

10:30 10:30

11:00 11:00

11:30 11:30

12:00 12:00

12:30 12:30 12:30 アイデア部門

         審査員退館

13:00 13:00
13:30 システム部門テーマ2

         審査員集合

13:30 13:30
 

14:00 14:00

14:30 14:30

15:00 15:00 15:15 システム部門テーマ1

         審査員退館

15:30 15:30

16:00 16:00

16:30 16:30
16:45 システム部門テーマ２

         審査員退館

17:00 17:00

17:30 17:30

18:00 18:00

撤収

１２月１１日（日）

会場設営

機材、進行リハーサル

ピッチリハーサル

【アイデア部門】

各チーム５分×8チーム（40分）

１２月１２日（月）

ピッチリハーサル

【システム部門】

各チーム10分×12チーム（120分）

10：10 アイデア部門 8チーム

ピッチ5分、質問２分

合計63分

アイデア部門

集計／順位決定

アイデア部門

審査委員打合せ

システム部門①

審査委員打合せ

システム部門②

審査委員打合せ

11：20 システム部門① 3チーム

ピッチ10分、質問5分

合計45分

13：05 システム部門① 3チーム

ピッチ10分、質問5分

合計45分

14：05 システム部門② 3チーム

ピッチ10分、質問5分

合計45分

休憩

12:05 休憩60分

休憩

休憩

休憩／会場設営

15：00 システム部門② 3チーム

ピッチ10分、質問5分

合計45分

システム部門①

集計／順位決定

システム部門②

集計／順位決定

16 :00 スペシャルイベント

50分

休憩／会場設営

17 :00 表彰式／閉会宣言

受賞者取材対応等

3. マネジメント

（2）研究開発計画



スペシャルイベントについて
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■パネルディスカッション形式
パネリスト： 毛利 衛 宇宙飛行士

柴崎亮介 東京大学教授

柳原 尚史 株式会社Ridge-i 代表取締役社長

伊奈康二 宇宙産業室室長

モデレータ： 松江英夫 デロイトトーマツグループ執行役

本事業の原点である「衛星データの産業利用による社会課題解決」を各方面から
検証し、衛星データビジネスを啓発し、次年度につなげるイベントを開催

■テーマ： 「衛星データの産業利用による社会課題解決」（50分）

目的：これまで衛星データに興味がなかったビジネス層・エンジニアに向けて、衛星データビジネスの啓発及び来年度の懸賞金事業への参加を促す。

松江：本懸賞金事業のように、様々な分野で衛星データの活用が期待されている。今後、衛星データビジネスを進め行くにあたり、パネリス
トから衛星データビジネスに関する取組・期待を毛利宇宙飛行士、産学官それぞれの代表者からコメントを求める。（各3分程度）

毛利：衛星データの産業利用によるイノベーションへの期待についてご発言

伊奈：日本の宇宙産業や、衛星データの産業利用を振興する立場から、国内外の衛星データ利用産業の動向や、日本政府の取組の
方向性について紹介

柴崎：衛星データの産業利用に関する国内外の先端的な研究開発の動向について紹介

柳原：国内の衛星データビジネスの先進事例・取り組みを具体的に紹介

3. マネジメント

（2）研究開発計画



２次審査（最終選考会）の結果
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（敬称略）

カテゴリー 授賞チーム名 提案名称

アイデア部門　1位 Space BD株式会社 衛星データと災害シミュレーションを組み合わせた災害低リスクなサプライチェーンのソリューション事業

アイデア部門　2位 株式会社スペースシフト SAR衛星データとAIを活用した農作物のサプライチェーン最適化技術

アイデア部門　3位 渡邉　学 国内樹木伐採情報の可視化と連携した、木材管理システムの構築

システム開発部門　テーマ１　港湾　1位 Team プププ プlatform for プrocurement and プroduction（調達と生産のためのプラットフォーム)

システム開発部門　テーマ１　港湾　2位 Synspective Team PortMoma
PortMoMa: Port Monitoring and Management solution for Supply Chains

(PortMoMa：港湾サプライチェーン監視/管理ソリューション）

システム開発部門　テーマ１　港湾　3位 小川　芳樹 代替データを用いたコンテナ物流停滞による経済波及影響の速報値提供サービス

システム開発部門　テーマ２　災害　1位 株式会社スペースシフト SAR衛星データとAIを用いた災害状況の可視化と、サプライチェーン維持の支援

システム開発部門　テーマ２　災害　2位 Resi-Tech Innovators
洪水ハザードマップと人工衛星データ・AI技術を用いたサプライチェーンの影響可視化

サービス

システム開発部門　テーマ２　災害　3位 羽藤　英二 大規模風水害時のマルチスケール・サプライチェイン・マッチング

3. マネジメント

（2）研究開発計画



来場者、視聴者、報道について
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◼ 会場への来場者

• 審査委員／関係者 ：５０名

• １次審査通過者 ：２９名

• プレス ：１２社（各社複数名）

◼ オンライン視聴者：７３８名（内海外：59名）

◼ プレス内訳

• 日経新聞、読売新聞、日刊工業新聞、NHK報道局、フジテレビ、テレビ東京、海

事プレス、日経BP、朝日インタラクティブ、マイナビ、日テレアックスオン、イークラウド

◼ テレビ中継

• テレビ東京：ワールドビジネスサテライト

（12/12, 22:00）

• フジテレビ ：ライブニュースα

（12/12、23:40）

プレゼン担当１名、補助１名に制限

12/12 ワールドビジネスサテライト (テレビ東京)

3. マネジメント

（2）研究開発計画



審査委員からのご意見
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ご意見

1 受賞して終わりではなく、事業化に向けたサポートの仕組みがあるといい。

2 ステージゲート方式のように、資金を段階ごとにつけていくのが好ましい。

3
事業化のフィージビリティーを判断できる材料を示している案件が全くありませんでした。
アドバイスができる専門のメンターを採用いただけると良いのでは。

4
宇宙の利活用を広げていく上で、衛星データが地上産業の課題解決に如何に有益かを示すことが
重要。このようなコンテストを通じて、新しい発想を引き出すテーマを設定していただきたい。

5 （人数制限の結果）最終選考会の会場参加者が少なく、若干寂しいと感じた。

6
審査に係る書類などの受け渡しにおいて、受信側の環境によりアクセスを拒否されるものもあり、今
後ご対応いただきたい。

7
ファイルのダウンロードやアクセスに都度ID/PWを入れる必要があったり、ダウンロード期限があったりと、
かなり不便でしたので、運用ルールを改善いただきたい。

最終選考会実施後に、審査委員より寄せられた主なご意見（アンケート結果）

3. マネジメント

（2）研究開発計画



１次審査通過者アンケート結果

54

最終選考会実施後に実施した１次審査通過者向けアンケート結果

◼ 各項目の満足度をお聞かせください

◼ 本事業への応募を決意した理由をお聞かせください ◼ Tellusの開発環境とデータの提供について

どのように感じましたか

3. マネジメント

（2）研究開発計画




